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会長 野与有二(1期)
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| に おづえ会会長 野 手有二(1期)



■ 平 成 7年度通常総会報告 E

平成7年6月24日(土)、年後6時 より金沢シテイモンドホテルにお

い

基訴磐&伝 宕督曇程象程品経鮮raご r暑 品各彗景とをi櫛 田清

名誉教授、伴佐明主任教授(前 内指意動教授の3名の先生打出席さ

れました。送くからは、伊藤信一郎君(2期。東京)、野口浦君(8期・千

秦)、家山真君く14期・愛知)の参加がありました。

O 総 会について

当日の司会 谷 保学君(3期)により、総会の成立が宮言され、ま

ず、野手有二会長(1期)より挨拶がありました。続きまして、寺略

清人君(2期)を、議長に選任し後述の4項 目の議素について審議を

いたしました。本田昌義事務局長く切期)より、各議栄の報告があり、

拍手をもって承認されました。第2号議未につきましては、長村時

行監査(5期)より監査報告を受け、拍手をもあて承認されました。

O 質 問および酌崎

質問・動議を受け付けましたところ、伊藤信一郎君(2期)より、

司会 谷 保学 (3期 )

動議2件および申請2件をいただきました。

動譲(1)「支部設立につき、北陸地区についても北陸支部をでき

るだけ早く設立していただきたい。」

この動機には、吉田康弘君o期 )などより、 「まだ支部の設立な

ど組織作りの段階なので経韓をみてもよいのではないか」等の意見

があり、野手会長より「北能支部がよいのか各県単位がよいのか来

年度の総会をめどに役員会で検討し乗どだせるようにしたい。」と

の回答がありました。

動浅(2)「名館を現在の作裁で、毎年、全会員に配付する必要があるのか。また、名常に対する準

会員を含めた会員のま繊ヨ査をしてほしい。」                  ‐  ~

この動機には、本田事務局長より「意識調とに関するアンケートについては内容を被計しておこ

ないます。また、ほおづえ会発足時の経過として名常は同窓会の金であり、毎年発行買新するもの

として価値があるものと認識しており、名韓作成にかかる経費については、広億を取るなど支出に

占める割合を減らす方向に考えております。」との回答がありました。  fl!

申請(1)「現在、文部設立準備をおこなってぃますす、九州
・四国・中国 ,1暮北

`北海道・外国に

ついては、独自に支部が離立できるまで本会直構としていただきたい。」―

申請(2)「総会に次ぐ段決検円として、本会役員と全支部執行部に|よる会離を定湖的に招集してい

ただきたい。」      ‐

なお、上記の申語2件については伊藤君より

とのことでした。

以上をもちまして通常機会は閉会されました。

O 憩 親会について                  ―
      ・

総会終了後、出野明君(9期)0司会により懇親会がおこなわれました。ます、

スピーチをいただき、続きまして乾杯の音頭を、河内滝志助教授よりご発声い

やかに歓議が進み、アトラクションのゲームでは盛り上がり、お田持名誉故援づ

切り 専 門ばかになると」のスピーチで大受けし、万成二唱で締めくくらせていだだとました。

議長 寺 鴫活人 (2規ト

「あくまでも■瞬ャすであり、本会会長に一任する」

ヽ 11

■
津

ひと区
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万歳三唱

櫛田清名誉教授

懇親含スピーチ

伴俊明主任教授

乾杯

河内活志助教授

■ 議 案 ■

○ 第 1号鶴幕 平 成6年度事業報告

・設立総会
・平成6年度会員名簿の発行
・会報 岡まおづえ」創刊号の発行
・準会員 (高専生)へ 設立主旨の説明会および稗演会
,東日本支都設立準備会主催 「スキー旅行」
・見 学 会 仲 谷字吉郎 雪の科学館、柱 邸 玲 文化会館 ・TN「0」

( 9月幻日)

(9月幻日)

(12月1日)

( 1ブ111日)

(2月あ～あ日)

(3月31日)

経親会会場スナップ
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2月16日(水)

3月23日(水)

4月13日(水)

4月211日(水)

5月12日(木)

5月17日(火)

5月2 5日(水)

6月 6日 (月)

6月22日(水)

7月 8日(金)

8月19日(全)

8月24日 (水)

発起人会結成準備会

第 1回発起人会

発起人会役員会

第 2回発超大会

発起人会役員会

発起人会役員会

第3回発起人会

猪起人会役員会

第4回発起人会

発起大会役員会

猪起人会役員会

第 5回発起人会

< に おづえ会日誌 >
9月14日(水)

9月2 1日(水)

9月2 3日(全)

10月14日(金)

11月10日(木)

11月16日●来)

12月 1日(木)

12月2日 (木)

1月ll日(永)

1月21日(上)

3月3 1日(金)

発起大会役員会

第6回発起大会

設立海会および記念パーテイ

平成6年度会員を筆発行

発起人会長省会

第 1回維

手秦費員会

会親 rlまおづえ」創刊号発行

広報委員会

準会員へ設立主旨の説明会

およ崎 涼会

役員会新年会

見学会および想温会

○ 第 2号麟素 平 成 6年度収支決算報告

<収入の部>

・鉱 lIE会員)3側 ×309

・総会,パ ーテイ代金

( 1 0 , t X 1 0 X  6 8、8,00 0 X 5 8、 5,Ot X I X  3 0、視'距5,00 0 )

・寄 付 金

合 計

<支 出の部>

・総会、パーテイ費     ‐ ■
(ホリアイイン支払1,180,405、写真代18,23伍

‐
名札

・印 刷  費 (名簿、会私 揃 、長期 れ)
・通 信  費 は陰燕内状、名簿肴送等)
・事  業  費 (会報表法デザインコンペ景品〉

・事 務 費
・会 議 費
。次年度繰赳金

1,215:635

コピー代17,∝o

408.065

308,585

27,810

64,2,4

65,007

!二  ‐
1244,92

927,000

1‐359,000

47,800

2.334,118

合 計

<監査報告>

2,334・118

監査の結果収支決算は適正に収録され、間違いなく支障を認めません。
i      ・    平 成7年5月17日

EI 立 野 雅 幸

L4 長 村 持 行
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○ 第 3号 い泰 平 成 7年 度事秦計画素

<事業委員会>

・ほおづえ会サロン (於金沢的労者ブラザ)

第 1 回   5 月 2 , 日

第2 回   6 月 1 , 日

狩3日以降  毎 月第4上電日
・推    (8月13日)

石川県森林公園にてパニベキュー

・見学会 (11月12日)

福井県覚江市および出前海岸 (サンドーム福井など)

くな育委員会>

・準会員 (高専生)へ の経演会

高専において正会員の作品展(10月中旬)
・3年生の合宿研告に驚師の派走

く広報委員会>

・会報 「ほおづえ」の発行 (7月、12月)
・平成 7年度会員名常の発行 (12月)

O 第 4号 醸表 平 成 7年 度収支予算素

<収 入の部>

会 費 (正会的 3,mOX400

会 費 偉会員)1,000×211tl

前年度繰魅金

1 , 2 t X l , O a l

獅 ,的

244.792

合 計

<支 出の部>

1,644,792

150,000

500m

450,000

200,000

2tXl,OЮ0

50,000

94,792

・総 会 費
・印 刷  費 (名簿、会報2回)

・通 信  安 い熔衆内、会報、名縁 送)
・事 業  費 (手衆・怯育 広報接員会)
・支部設立支援費 (束日本・西日本 束路 支部)
・会 議 費
・事 務 費

合 計
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■ 委 員会からの報告 ■■
|

○ 関 西空港見学会の中止について (事 業委員会)

平成6年度の事業として関西空港の見学会を企画いたしておりました汀、ご存じのとおり「阪神

大震災」の発生により、事実上見学が不可能となり中止いたしました。

参加 企画等多くのかたがたにご送悪をおかけいたしましたことをお詫びいたします。

○ 準 会員への設立主旨の説明会および精減会  (教 育委員会)

平成7年1月11日、石川高専にて準会員 (建築学科全学生)を対象にして同窓会設立の説明会がお

こなわれました。野手会長より同念会の成り立ち・主旨・役調の説明があり、続いて本田事務局長

より、会則・組織幣成などの説明がありました。

とくに高専生 (準会貝)に興味がもたれたのは講演会ではないでしょうか?

今回は、パネルディスカッシヨンの形式で行われました。司会が教育委員長の水上勝之君(8期)、
パネラーは、山内陸君“期)、宮川浩志君(2期)、長崎(牧野)果美さん(17期)、単野明君(9期)の5名で

おこなわれました。今回は、設計畑に片寄りがちになってしまいましたが、社会に出てから現在に

至るまでのいろいろな経験、実社会に出てからの転機、女性?■今Fの扱
い4とす話されました。

とくに紅一点の長嶋牧野〉さんの発言には女子学生が真剣に耳を傾けている様子がうかがえました。

○ 見 学会の報告  (事 業委員会)

関西空港見学会が中止となりましたので、平成7年3月31日～4月1日に、懇線会と見学会 「加賀市

中谷争吉郎雪の科学館、根上町根上総合文化会館 ・TANTO」 をおこないました。1

雪の科学億は、意匠・磯崎新アトリエ、構造・川回衛構造設計事務所の設計で、建輸だけでなく

公園と一体となった設計も周囲を散策することで十分浦喫できるものと思います。

栄山潟湖畔公園の中にあり、また展示以外にも映縛〈2S分)。実験ヨーナーなど、子供連れでも十分

楽しめる施設にもなっています。

TANFOは 、安称で、イタリア語の 「よりとかに」と方言の

「た～んと」“ぃう意味もつています。音楽ホ
ール(704席)、

円形ホール(15∞人収容)、小ホール(1的人収容)、 ′、イビジヨ

ンシアター(72席)などを有するイベント主体の施設です。

当日は、少数ではありましたが設計 施 工 ・研究畑の多種

多様の人連が集まり色々な話題に話が盛り上がっていました。

また、TANTOに おいて 「阪神大震災 (地震と建物の振動)」

に関する報告 ・勉強会もおこないました。

説明会にて 野 手会長 パネルデイスカッション

雪の科学館にて
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1口 事 業委員会から !ロ

○ 見 学会 「サンドーム福井と越前がに 」ツアー

平成7年度の事業の一つである見学会を開催いたしますよ今回は福井県 (越前)に見学先を決め

ました。時春も北陸の食が美味しくなる頃です。会貝・準会員 (高専生)の皆様はもちろん家族連

れでの参加も大歓迎です。多数の申込をお待ちしております。

見学会のメインとなる愛称 「サンドーム福井」は、孟匠投計ガ福井大学教授岡特軽幸、構造投計が法St大学軟

授川口術により設計されました。建築面積1ま12.684rr、違駒高さti54 8rRとなっています。

この建物は次のような理由でお題になっています|く1)嶺雪2mを 考慮して設8tされた堆雪型ド
ーム。oバ ン

タドーム構法によるリフトアツプエ法がもちいられており、これは国内では捌 目にあたる。(3)世界体操選手権

鮨江大会のメイン会場に使われる。

見学地:   サ ンドエム福井 (鯖江市)

植物囲 「プラントビア」 (朝日町)

昼食一越前がに料理

東尋坊

日時:   11月 12日 (日)

経由:   宮 山市内◆高岡市内●高専前⇔金沢駅前●小松インター●見学地 (予定)

会費 ,   13,000円

申込締切 :   9月 30日 (上)

申込方法 :   下 記までFAXに てお願いします。

0762‐22‐9229 本 田(3期)念 沢デザイン建築専円学校内

または0761-57-3651 趨 野(9期)

詳細 :   タ イムネケツエァル等の詳細は申込者に後日連絡いたします:

備考 :   お いしい角二rF食へられるほです。

北醒以外の力●ぜひご●如くだせい。

○ ほ おづえ会サロンの開般について

同窓会の設立により人的交流も進んでまいりました。

CADに 関するアンケート等により広い意味での情報交流が必要と判断し、 「CAD勉 強会」、

「パソコン交流会」から上記の 「におづえ会サロン」と名称をかえ、よリー層の会貝皆様の情報交

流を目的として企画しております。たんなる飽強会ではなくサロンのようにくつろげるような親魅

のための務が提供できないかという主旨のもと目的を拡大しました。すでに5月と6月の2回の開催

で、ヨンピュータ、CADお よび地震や防災に関することなどが話し合われています。

‐
   日 時 1 毎 月第4土曜日=ナFI・                 ‐

―
 午 後6時から,時 まで

場所 : 金 沢勤労者ブラザ         !―

テーマ : 建 築に関すること

対象 : に おづえ会会員および準会員 (高専生)

備考 : サ ロンについてのご意見・情報等をお寄せください。

0761‐57‐3651 ぼ 輸 出野(9期)
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■ 支 部設立の状況 ■

O 責 苺結成の状況

平成6年度は、各期各方面の人に支部破立準備への幹事をお臨いしてきました。
とくに東日本支部では順調に出触作りが進んでおり、平成7年度には支部設立に至りそうです。
西日本 `東海支部では束日本支部に寝くように組織作りを進めていきたいと思っています。
<束 日本支部>

伊藤信一郎君(2期)を中`いとして、執行部、代表幹事等の人選もすでに終わっています。
愛称 「すじ会」が着々と結成抜あげの準備を進めています。

平成6年 12月

平成 7年 2月25日

平成 7年 5月

平成 7年 5月

平成 7年 7月 7日

第1回束日本支胡投立導常幹事会

東日本支都掘睦スキー旅行

第1回束日本支部設立準備代表幹事会

第2回東日本支部没立準備代表幹事会
第3回束日本支部設立準有代表幹事会

第1回東海支部世立準付幹事会
第2回東海支部眼立準備幹事会

東日本設立準備支部では、本年度は下記の活動を予定しています。
正式発足通如、支部設立機会 (熊新社会八ほ迎会)
会則、ルール等の整備

ガヽサークル活動の推進およびサークルヘの強肋
パソコンネットヮークでのフリーボードの設E

く西日本支部>

隅田思志君(3期)を中,いに幹事の方々に進格をとり組織化をはかってぃます。

阪神大震災のため進捗がややこれております。
平成6年12月

<東 海支部>

第1回西日本支部投立準骨幹事会

山本進一君(2期)、家山真君(14期)を中心に幹事の方々に違格をとり組織化をはかっています。
また、と糖技科大での組織化も進めていきたいと思つております。

平成6年 12月148

平成 7年 3月 1日

O ス キー旅行について

平成7年2月25～26日、東日本支師設立準備幹事会主催によるスキー旅行がおこなわれました。新
潟県の 「かぐら,みつまたスキー務」において、今加者は13名で、北陸・東海・関西地区からも拳
加がありました。両日とも、天候にも恵まれ、雪質も良く十分スキーを楽しむことができました。
酒をまじえての席では金沢弁や旅行の話などで盛り上がりました。1泊2日という少しきつい日程
でしたが、 「また来年も来たいね」という声も開かれ、親睦も十分にはかられたと思います。

スキー旅行でのスナップ
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O 人 事移動

創刊号でもお知らせしましたように、建築学科には10名の常的の政官から構成されています。

今年度は、新任の教官の方が配慮されました。ますは、今年度の人事から

< 転 出 >

石川 浩 一郎   福 井大学工学部環境設計工学科へ転出

< 新 任 >

船戸 産 帝

O 新 任の教官の紹介

船戸 産 輔

(ふをと けいすけ)

昭和43年3月24日生まれ

経歴 : 福 井大学工学部建設工学科卒業

神戸大学工学研究科土木工学専攻

福井大学博士潔程システム捜廿工学専攻 (在学中)

平成74砕月より助手として配属

前期の授乗は、3年生の 「材料実劇 と4年生の 「潟工」を担当しています。

専攻は 「地盤と違的の動的相工作用」で、境界要素法 ・有限要素法の解析手法を用いて地建の挙

動について研究さしています。

くお戸先生の印象など> i

今年度は、 1年 Bな ので授業のコマ数がまだ少ないようですが、コンピュータにも詳しく、今後

がとても楽しみです。容親も、お長の似合うタンデイな好青年といった感じです。

長い間、地盤 ・基礎関係の専門の教官がいませんでしたから、学生には新しい知識を得るチヤン

スが増えたことと思います。本人曰く「恋人募集中」とのことでした。

■ 建 築学科から ■

平成 6年度の卒業式が、平成7年3月17日に金沢市市民ホ
ールにおいておこなわれました。

21期生は、44名が卒業し、内10名が進学となっております。

また、平成7年4月10日には入学式がおこなわれ、403が 建築の道へと進むこととなりました。

O 建 築学科学生の推成

学年   全 学生敬      女 子学生数     留 学生後

1年生     40    25(62.50%)

2年 生      41     22(5366%)

3年 生       42      30(7143%)   (フ イリピン)1

4年 生      44     31(7045%)   (ベ トナム)1

5年 生      40     25 て 62.50毎ゝ

合計     207    133(6425%)
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■ 建 築的な話題 ■
建築学科教授 垂 井 洋 蔵

○ 同 窓会について

石川高尊建築学科も独自の同窓会が組織できるほどの伝統が育つてきたことは素晴らし

いことだと思います。建築に関わる様々な分野にいろんな世代の人間が散らばっているの

はとても大きな力です。同窓というだけでまず何とか初対面でも話し掛けることができま

す。知り合う第一ステツプがもう既に用意されているわけです。あとは自分の実力次第で

先に進むことができます。これは友達 (嫁さん、婿さん?)探 しにおいても、もちろん仕

事に結びつくコネクション作りについても大いなる力だと思います。その意味で会報や特

に名簿の大切さは言わずもがなのことだと思います。私も自分の出身大学の学科の同窓名

簿で助けられることがままあります。同窓会を建築的に捉えましょう。

○ コ ンピューターネットワークについて

石ナ|1高専も学内LANが 一応完成して全世界とつながるネットワ
ーク (インターネット)

の中に組み込まれました。私の部屋のパソコンから海外の大学の図書館で本の検索をした

り、建築学科の学生作品の展示を見ることも可能です。同時に本校の学生作品を全世界に

発表することもできます。電子メ
ールでの通信はほほ日常的におこなつています。この原

稿も電子メールで広報委員会の三谷氏(7期)にコンピュ
ータネットで送りました。

来年度には建築学科に本格的なコンピュ
ータグラフイツクの可能なワークステーシヨン

が導入されます。勉強としてでも仕事としてでも卒業生の皆さんと
一緒に何か建築的な共

同作業ができることを期待しています。

ちなみに私の電子メールアドレスは、tarucishkユWttnctacゃ で す。

○ ヨ ーロツパアルプスでスキーを楽しむというのはどう?

事業委員会の越野氏o期)とこんな話題がでています。12月のクリスマス前 (飛行機が安

いから)に オーストリアのインスブルックあたりでスキ
ーを楽しみその後ウイニンの近代

建築やハンスホラインの現代建築を見るツアーを1週間ぐらいで企画すればをれくらい集

まるだろうなんて。実現しそうなら旅行社をできるだけ通さずにFAXや電子メ
ールで連絡

すればきつと格安でできそうな気がします。遊びも建築的でなければね。

そんなお世話は私は喜んでします。

ほおづえ会がより建築的に発展することを応援します。 ―

y o 2 o 価 , 醐 t e c t

Imttwa Nttonal Co■ ege ofTechnology.Japan

di宙sim of athi3∝tld Shldies

ln― t: 協mOお httWa‐nc敵 .Jp
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口 臨1際内地震と防災 ロ
「災害は忘れた頃にやつてくる」寺田寅彦がいった有名な言葉ですが、長い問大きな地震のなかつ

た関西に地震は起きました。その阪神大震災 (兵庫県市部地震)で は、我々の想像した以上の悲劇

を産み出し、多くの建物がこわれ耐震設計という常識を大きく覆してしまいました。地震の起こり

得ることはここ北陸も同じです。石川県地震対策基礎調査報告書(1981)によれば、過去の地震の記録

から震度6以上の地震it200年に1度、震度5以上は80年に1度、震度4以上は3tl年に 1度の割合に

発生するとされています。ここ数年石川においても有感の地震が増えており、2004ほど前には金沢

において直下型の大地震も発生しており広い範囲にわたつて大きな被善がでています。ここに過去

のおもだった地震と近年発生した地震をおいだしてみました。

地震名       マ タ
・■'ュ+・  金 沢での震度

1799年6月29日   ■ 虫と沢地震    60(64)   6～ 7  金 沢霞畢の地震

18軒年12月23日   安 政東海4震     84      5

18韓年 4月 9日   出 Ⅲ安&地 震    7.0      5

1891年10月23日    と 尾妊        80(84)    4

19抑年10月17日    大 理寺       64      3

1933年9月21日   七 島お       60      2    特 ■4 七 島 羽 咋3

1944年12月 7日   束 常洋出震     7,(80    3    輸 ■4

1946年12月21自   由 荏地震      80(3!1)   3

1948年6月28口   福 井4濃       71(73)   “     崎 島4

1952年3月 7日   大 理寺沖地震    65(68)   3    お ■4 大 空寺 小な 5

1961年3月19日   花 業注地震     70      3    い ■3

1963年3月27日   と 前"お 出震    59      3

1964年6月16口   新 潟地震      75      2    お ■4

1983年5月25日    日 本荏中BE地震   77      1    津 よの検各

1984年9月14日    長 野県西8E地震   68      2    い ■4

19弱年10月18口   ta半 島      6.7      2    お ■4

1987年3月24日   新 湾青方沖                   お 島4

1986年5月 0日   医 工山                1

1993年2月 7日   位 曇半島沖地震   6.6      4    お ■5

1995年 1月17日   兵 '県 青都地震   72      3

1995年3月10日   付 井県束88     38      1

1995年4月13日   ′ 州於        39      1    大 ヨ寺3

1995年 5月 8日   古 楽可沖      41

5冊の地震にDgする本を紹介します。阪神大涙災以降、地震の本が数多く出ほされてきましたが、

ことでは、石川の地震・建物のな害・地震全般をわかりやすくむかれているものを選びました。

石川の地震と防災についてまとめられた最新の本 く同惑生も一部執年)

「石川は安全か」          北 国新阿社   1800円

文淳本で地震全般に関する本

「地震」    和 達清夫者     中 公文摩   580円

「日本地震列島」 御池和夫若     朝 日文摩   690円
考古学と地震、■政全択地震について記された本

「地震考古学」  乗 川旭著      中 公新書   700円

阪神大震災の魅竹の強害の写真集

「被災した集合住宅」    月 刊り7■14月号増刊   2060P3

最後に、彼害にあわれました方々には心からお見舞いを申し上げ、この阪神経 災がみなさんの

記憶から忘れ去られないことを願つております。

- 1 1 -



■ 親 陸会のお知らせ ■

同窓会相互の親睦の一貫として親睦会を事業委員会として企画いたしました。

きたる8月13日に、津幡の森林公田炊飯広務にてパーペキューをおこないます。

準会員 (高専生)は もちろん家族連れでも、彼女と一緒でもかまいません。

多数の参加をお待ちしております。当日の飛び入りも歓迎いたします。

日時 :

場所 :

会費 ト

申込締切 :

申込方法 :

または

平成7年8月13日(日)

午前11時より午後2時まで

石川県森林公園 (津構町)炊 飯広場

(雨天時は島侵付きの所で決行します)

大人2,OtXl円 子 供1,lXXl円(当日徴収)

8月10日ゼゆ

下記までFAXに てお願いします。

0762‐22‐9229 本 田(3期)金 沢デザイン建策専門字枕内

0761‐57‐3651 出 野(9期)

実行部はよし,: み をせきからのとし入れを期待しております。

■ 編 集後記 ■

今回は私ごとで打集作業に思うように協力できませんでした。議会の写真撮影や準備段階での原稿

台きなどをしている間に気がつけば有集強記を残すのみとなりました。次回からは新しい企画などを加

えてよりよい会報になるよう努めます。8月13日の親睦会でみをさんにお会いできることを発しみに

しています。

広報委員 川 崎 吉 造(16期)

高事にも学内ネットワークが生成したとのこと、個人的な意見ですが、におヴえ会サロンもそのよ

うな形で発展していけば、ますます面白いのではないでしようか。原稿も通信でもらえるようになれ

ば便利なのですが t・ 。意見・態想などありましたら広報委員会までお知らせください。

広報安員 山 岸 学  (高期)

今回は、前回とは異なるワーブロツフトを使うという無様なことをやつてしまいました。ちなみに

沢回はMttMx区 ol醜 0を使う予定ff。 さて、次回の特祭ですガ 「女子事業」  と 「学生時代の夢」

を独断と慎見で考えています。ある日突然原稿依頼の文書が届くかも知れませんが、ほおづた会のた

めにもよろしくお願いいたします。

広報奏員長 三谷 飼 く7期)

平成7年7月1日印刷/平 成7年7月発行

編集/発 行 石 川工業高等専門学校建築学科同窓会事務局

石川県金沢市石引1,7‐16 金沢デザイン魅策専門学校内

IEW62-62‐ 3545  FAXOワ 62-22-9229

印用所  口 中昭文を印日 (株) 石 ル,県金沢市小張可中75 TEH762 52 7788

-12-


